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タンチョウ保護研究グループの10年プラン

特定非営利活動法人
　タンチョウ保護研究グループ会誌
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理事長　百瀬邦和

　５月に恒例の理事会と総会が開かれました。この場では、タンチ
ョウ保護研究グループの活動は北海道内に留まらず大陸のタンチョ
ウ保護に向けてもとても重要であるということで、本団体の 10 年
プランについて提案がありました。
　今後インフラ面（スタッフを含む事務所機能）、財政面での充実
を図る必要があること、そのために資金面でサポートしてくれる企
業・個人を獲得し、さらに地元である北海道の会員を増やす必要が
あること、そのためにも税金控除団体（認定 NPO）を目指すべき
である、などです。
　かねてから明らかになってきているように、大陸におけるタンチ
ョウの現状、特に乾燥化等にともなう繁殖地の環境変化は深刻です
し、その点に対する地元の認識不足も大きな問題です。当会として
は国際タンチョウネットワークを通じて各地の研究者、保護関係者
と活動を進めています。世界の野生タンチョウのほぼ半数を抱える
ことになった北海道でも、これまで指摘されてきた人慣れと集中化
の問題は、過冬の鳥インフルエンザ騒動で実際の対策が迫られる事
態になってきましたし、農業との摩擦も無視できないところまでき
ています。
　これらの問題に取り組んで行くために、タンチョウ保護研究グル
ープの積極的な活動が求められているわけですし、そのためにも
10 年プランを進めて行くことが必要です。現在、理事の皆様を中
心に動きが始められています。会員の方々にはこれからもよりいっ
そうのご支援をお願いいたします。
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ロシア訪問記　　　　　　　　　　　　　　　 竹内 尚子

　今回、百瀬さん、釧路の照井さん（NPO 法人環

境把握推進ネットワーク PEG ) とともに、6 月 9 日

から 10 日間、ロシアのチタ州、ダウルスキー自然

保護区での、大学生のサマーエコロジーキャンプの

視察旅行に参加しました。ロシア滞在中案内をして

くださったのは、タチアナ教授。今年の冬に学生さ

んを連れて釧路を訪問、タンチョウ保護研究グルー

プの活動に参加されました。百瀬さんも昨年の夏に

ロシアを下見済みで事情もご存知、奥様のゆりあさ

んが複雑なヴィザなどの手続きをすべて請け負って

くださり、付いていくだけの私はずいぶんと気楽な

ものだったように思います。チタ市では通訳のアン

ドレーエフさんが付き添ってくださいました。英語

はどちらにとっても公用語ではないため、やはり、

ちょっと込み入った部分の理解は容易ではありませ

ん。その点、ずいぶんと助けられました。感謝します。

　チタ市の夏告げ鳥はアマツバメ。市内や博物館を

案内していただく間中、広々とした空間が印象的な

街の空いっぱいに彼らの声と姿が絶えません。街に

はまだ多く残る古いビルの隙間などに営巣していま

す。タチアナさんが教鞭をとられている大学を訪問

し、学長さんたちと百瀬さんの会談にも同席させて

いただき、釧路でのタンチョウ保護研究グループと

大学生の交流がいかに有意義であったかを伺い知る

ことができました。

　目指すダウルスキー自然保護区はモンゴル、中国、

ロシアの 3 国の国境付近にあります。島国育ちの

日本人にとっては、隣の国が陸続きである

という感覚は馴染みがありません。私たち

の保護区への滞在許可も国境が近いためか

なり手間取ったようです。車でチタから保

護区へ。途中、鳥類研究者のオレグさんと

点在する湖で鳥の観察記録をしながらの移

動は丸一日かかりましたが、鶴、ガンカモ

類やシギチドリたち。日本では冬鳥、旅鳥

とされている鳥たちが色鮮やかな繁殖羽を

まとって、雛まで連れている様子に浮かれ

てしまって不思議と長くは感じません。な

んだかすべてのアジアの渡り鳥が産み出さ

れる聖地にいるような感じさえし、短い夏

は、新緑の下にある永久凍土や、冬に 1.5m の厚さ

で凍結するという湖の話を聞くと、余計にきらきら

して見えました。

　それからの数日間は、昔の鉄道の寝台車を改装し

た保護区の宿泊施設に泊まり、オレグさん、タチア

ナさんと学生さんたちが行う動植物のモニタリング

調査のいくつかに参加させてもらいながら、日のあ

る間（というのは夜 10 時過ぎまでです。）木も人

工物もない見渡す限りの大草原で大陸の乾燥した風

に吹かれてのフィールド実習。乾季と雨季が 30 年

という大きな周期で訪れる大草原 Steppe では湖は

蒸発して消えていくというようなお話を、乾季の今、

干上がって塩分で真っ白のかつての湖の底を歩きな

がら伺い、厳しい自然条件に適応している草花に触

れました。以前は水鳥の安全なコロニーが、今は水

量が減ったために陸続きになり捕食者の侵入を許し

ているという島ではもう臭いも残っていない放棄さ

れたカワウの巣の間を巡り歩きました。このような

自然環境の変動はオレグさんはじめ研究者の尽力で

長年調査、記録されていて、国境を越えたプロジェ

クトも展開中とのことです。短期間の訪問でしたが、

そういった熱意に触れられたことも、貴重な体験

だったと思います。今後もこの交流が続いて、同じ

志をもった人たちが渡り鳥のように人間が作った国

境なんて飛び越えてつながっていくきっかけになっ

ていったら素晴らしいと思います。

ダウルスキー自然保護区内のトレイ湖にて
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エコキャンプに参加して　　　　　                        照井 滋晴

　まず始めに、エコキャンプという場を提供してく

ださったタンチョウ保護研究グループ、そして現地

でサポートをしてくださったトランスバイカル師範

大学の皆さん、ダウルスキー自然保護区の皆さんの

おかげで、素晴らしい経験をさせていただいたこと

に深く感謝いたします。

　この度のエコキャンプが私にとっての初めての海

外でした。出発前は楽しみな半面不安もありました。

しかし、いざ現地に到着してみると、現地の皆さん

がとても親切に接してくれ、何の不安も感じること

なく過ごすことができました。東日本大震災につい

ても温かい言葉をいただきました。本当にありがと

うございました。

　現地の生活の中では、日本では気づくことのな

かった色々な事に気づかされました。その中でとく

に印象的だったことの一つは気候でした。湿気がな

い乾燥した暑さというものは初体験でした。最初は

30℃を超える気温に驚きましたが、不思議なもの

で慣れてくれば意外と気にならなくなりました。む

しろ日本のじめっとした暑さの方が 30℃に満たな

い気温であってもよっぽど辛く感じられ、湿度の違

いによる体感の違いを初めて知りました。

　また、見渡す限りのステップ環境も非常に印象的

でした。世界的に見ればそんなに珍しくはない光景

なのかもしれませんが、北海道とそこまで大きな差

のない緯度にも関わらず、見渡す限り平坦で森林が

見られない環境が延々と続いている光景には衝撃を

受けました。そして、日本の自然環境や生物の多様

さ、特殊さを再認識させられました。

　現地ではたくさんの貴重な経験をさせていただ

き、色々な事を学ばせてもらいました。エコキャン

プの中心地であったダウルスキー自然保護区では、

地域の大学生や保護区職員の調査研究の場にも同行

させてもらい、日本では出会う事のできない多様な

動植物との出会いもありました。希少種であるモン

ゴリアンガゼルなどの哺乳類、アネハヅル、マナヅ

ル、ナベヅル、ソデグロヅルなどの鳥類に加え、カ

エルや昆虫、多様な植物などを観察することができ

ました。また、学生や保護区職員の調査研究に向か

う姿勢にはとても刺激を受けました。保護区内での

学生の実習や調査研究の指導を大学職員だけではな

く保護区職員も行うという、地域の大学と保護区の

密接な関係性にも感動しました。

　自然環境の保護・保全については、エコキャンプ

で訪れたダウルスキーを含むダウリア国際保護地域

において、ロシア、中国、モンゴルの 3 ヶ国が連

携した保護活動を実施しているということには非常

に驚かされました。日本は島国であり他の国と隣接

した保護区などはありませんが、ダウリア国際保護

地域のように国という枠を超えて連携し自然環境を

守っていこうとする活動に見習う部分は大きいので

はないかと感じました。

　この度のエコキャンプではここに書ききれないほ

どの貴重な経験をすることができました。日本にい

るだけではわからないことも多く知ることができま

した。この経験を無駄にしないよう、学んだことを

多くの人たちに伝えていこうと思います。

Большое спасибо（ありがとうござ

いました）。

レクチャーを受ける二人

草原の上を飛ぶマナヅル

※照井氏は釧路でキタサンショウウオの研究をされ、大
学院在学中に湿地保全と環境教育を行う NPO 法人環境
把握推進ネットワーク PEG を立ちあげ、活動中です。
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★調査研究活動
○繁殖状況調査
　セスナ機を使った繁殖期の飛行調査を 4 月 26 日

から 5 月 5 日までの 7 日間で道東全域を、また 5

月 18 日に十勝川流域のみの２回目を行なった。

　このうち十勝川流域は北海道開発局池田河川事務

所の（間接）委託調査として、釧路湿原地域は北海

道開発局釧路開発建設部の（間接）委託調査である。

残りの十勝西部、音別・白糠、釧路湿原（一部）、

別寒辺牛川・霧多布・根室半島・風蓮湖及び流入河

川流域・西別川以北・網走地方は当会の独自調査と

して行なった。

　飛行時間は１回目が 53 時間 22 分、２回目は 3

時間 50 分だった。移動時間を除いた総調査時間は

計 48 時間 1 分となった。この結果に加え、別途、

環境省が行ったサロベツを含む道北地域の調査結果

と地上観察、聞き取り情報を統合すると、2010 年

の繁殖つがい数は 345 となった。

○標識調査
　環境省委託業務として６月 27 日より８月 7 日ま

で、計 12 日実施した。調査への参加は計 50 名、

のべ人数は 168 人で、10 羽のヒナに標識した。

○標識個体追跡結果分析
　環境省委託業務として、2010 年秋から 2011 年

２月 10 日までに確認された標識個体 149 羽の生

存状況（日付と場所）、これまでに確認された全標

識個体の経年死亡率、生存率の性による違い、長寿

記録、繁殖年齢等についてまとめた。

○総数調査
　2011 年 1 月 10 日に釧路市内で事前説明会を実

施した。調査は 1 月 22 日から 30 日まで、 幕別町

や大樹町などの十勝地方、鶴居村、釧路市阿寒町、

音別町、標茶町中茶安別周辺、釧路川沿いで順次終

日調査を行ったほか、根室・釧路・十勝の各振興局

管内で現地調査と聞き取りにより越冬状況を確認し

た。参加者は計 42 名、のべ 130 名以上、今年は

特に国際ウインターキャンプにロシアから参加し

た４名と講演に招いたアメリカからの２名の参加も

あった。

○営巣適地解析業務
　前年度に続いて、環境省の委託 ( 請負業務 ) によ

り GIS（地理情報システム）による道内におけるタ

ンチョウ営巣適地解析をおこなった。

○タンチョウ食害対策委託事業
　環境省委託平成 22 年度国立公園等民間活用特定

自然環境保全活動（グリーンワーカー）事業【釧路

湿原周辺農地におけるタンチョウを指標とした湿原

生態系保全手法の検討事業】として、タンチョウの

食害状況を調査した。これは地域住民の協力を得な

がら農畜産業被害の実態を明らかにし、湿原生態系

保全の重要性について理解を図りながら、湿原生態

系の維持又は回復を図るための取組を推進するため

の保全手法の検討・提案することを目的としている。

　鶴居村のデントコーン畑において、自動記録式の

ビデオカメラの設置と目視観察により、畑に侵入す

るタンチョウを含む野生鳥獣を観察し、食害の状況

を記録した。調査の開始時期がトウモロコシの芽生

え期を過ぎていたため、食害の多くは結実期にシカ

によるものが多かった。

○放鳥個体の PTT による追跡
　サントリー世界愛鳥基金の助成を受け、保護収容

された、もしくは動物園で飼育繁殖したタンチョウ

の野生復帰過程の追跡調査を行った。

　1 月 12 日に保護放鳥個体（標識番号 143）、２

月３日に飼育繁殖個体（同 142）の各１羽に PTT（衛

星を利用した追跡装置）を装着して中雪裡給餌場

で放鳥し、位置情報の確認をおこなっている。143

番は４月２日朝の目視確認を最後に PTT が脱落し

た（３日には PTT なしの個体を確認、電波受信は

３月 31 日が最後）。

○越冬期自然採餌環境調査
　環境省委託業務として越冬期のタンチョウ利用確

認箇所と未利用箇所との環境比較を行うとともに、

　2010 年度　活動・財務報告
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採餌行動の直接観察を行って、タンチョウの生息地

分散に必要なデータを収集することを目的とした。

　釧路湿原周辺地域の湧水地および河川不凍部にお

けるタンチョウの利用状況と環境を記録するため

に、ヌカマンベツ沢、温根内沢、下雪裡第四の沢、

チルワツナイ沢、下久著呂オンネナイ川、細岡中の

沢の６ヶ所で調査した。また、採餌行動の直接観察

を音別川と鶴居村中雪裡の明渠排水路で行なった。

★保全・保護活動
○俵橋湿原プロジェクト
　今年度は昨年に続いてタンチョウの餌用のデント

コーンの作付けと、その一部を使ってニオを作り、

ニオによる給餌を行った。現場での活動は「中標津

の自然を知ろう会」のメンバーと共同で行った。中

標津町から借用している俵橋湿原内の旧放牧地と隣

接した中林牧場の畑で 6 月 13 日に種蒔きを行い、

8 月 5 日に草取り、10 月 5 日に自動給餌型のニオ

作りを行った。

　中林牧場の畑では、実った房の全てがシカに食べ

られたが、ニオ周辺の実りの悪かった房は全く被害

を受けなかった。当地では一つがいのタンチョウが

越冬したが、中林牧場の堆肥山で索餌していること

が多く、ニオの周辺では少数の足跡が確認できたの

みであった。

○キナシベツ湿原プロジェクト
　「キナシベツ湿原を愛する会」が前田一歩園財団

から助成を受け、事業は同会と TPG が共同で実施

した。事業は鳥類調査と昆虫類の調査を行い、既存

の資料に加えての出現種リストを作成した。

　１月 20 日キナシベツ・ナショナルトラストの家

において、20 名が参加したワークショップを開催

した。また、翌 21 日は釧路市立博物館で講演会を

開催した（別記）。

○提言等の事業
・ 今年度、十勝川流域で計画されている築堤工事に

ついて、タンチョウの生息に悪影響を与えないよう、

工事の時期、注意事項についてコメントした。

・ 北海道根室振興局農地課が事業を予定している草

地改良事業、農道改修工事等についてタンチョウの

生息に悪影響を与えないよう、工事の時期、注意事

項についてコメントした。

○傷病個体の保護収容への協力
・４月６日に標茶町で見つかった改修河川内の巣の

現場確認に、環境省、標茶町担当者に同行し、卵の

保護（回収）を行なった。

・2011 年３月 7 日に音別町で発生した交通事故の

対応で現地を訪問した。

★国際協力活動
○国際タンチョウネットワークのための事業
　 前 年 度 に 行 な っ た ワ ー ク シ ョ ッ プ の 報 告 書

『Cranes and People』と国連環境計画の依頼で増刷

した小冊子を関係団体等に送付するとともに、渡航

の際にロシア、中国、韓国に持参した。 10 月にド

イツのシュトラルズントで開かれた第７回ヨーロッ

パツル会議に百瀬が参加し、タンチョウ標識調査の

概況について発表した。11 月に韓国鉄原市で開か

れた、鉄原国際ツル類ワークショップと国際タン

チョウネットワークの第一回会議に参加した。

○中国におけるタンチョウの繁殖状況把握調査
　イオン環境財団助成のほか、地球環境ファシリ

ティのシベリアプロジェクトと EU 中国生物多様性

プロジェクトの助成金、およびダライ湖国家級自然

保護区の協力により、  中国の内モンゴルにおいて、

タンチョウ保全の施策に要する科学的データを得る

ことを目的とした調査をおこなった。ス・リーイン

博士（国際ツル財団）が中心となり、ダライ湖国家

級自然保護区研究員と東北林業大学学生、中国科学

院チャンチュン地理学研究所、中国科学院農業生態

学研究所のメンバーが調査を行った。８月には百瀬

も調査に参加した。
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◎ タンチョウその他ツル類の生態及び生息環境調  
　査・研究事業
　・タンチョウ繁殖状況調査

　・ タンチョウ標識調査

　　—標識個体の追跡調査を含むー

　・タンチョウ総数調査

　・ タンチョウの食害対策委託事業

　　—環境省の委託事業（予定）が中心—

　・ 放鳥タンチョウの PTT による追跡

　　—前年度に行なった事業の継続．助成金は継続

○ロシアとの環境教育活動推進
　地球環境日本基金の助成を受け、ロシア・ダウリ

ア地方と北海道東部地方とのタンチョウと湿原保護

に向けた環境教育活動の推進をすすめた。

　６月にタンチョウ分布域の西端にあたるロシア・

ダウルスキー自然保護区を訪問し、ツル類の繁殖環

境と、同保護区における環境教育活動を見学した。

1 月にはダウルスキー自然保護区の環境教育活動に

参加しているトランスバイカル師範大学（チタ市）

の学生ほか４名を招聘して国際冬期エコキャンプを

実施した。同キャンプでは「キナシベツ湿原を愛す

る会」と共同でのワークショップと講演会（別記）、

総数調査への参加などを行なった。

★普及教育活動
○ツル類保護に関する講演会
　 2011 年 1 月 21 日に釧路市立博物館に於いて、

米ワシントン州立大学のスコット・フリーマン教授

による「私設自然保護区と環境教育～レオポルド記

念保護区の取りくみ～」と題した講演会を、キナシ

ベツ自然を愛する会、釧路市立博物館の共催で行

なった。約 60 名の参加者があった。

○会報の発行・ホームページ制作 
  ホームページのデータ部分を最新の数字に更新す

るとともに、What's New! のページに記事を年度内

に４回更新した。

　 会 誌「Tancho」 第 10 号 を 2010 年 7 月 に、 第

11 号を 2010 年 12 月に、第 12 号を 2011 年 4 月

に発行した。

   
　　支  出  

 　25,525,938 事業費 11,761,968

助成金による事業
        4,662,928

次年度繰越金 4,642,567

管理費 
4,458,475

   
　　収  入  

 　25,525,938

事業（委託金等）
   15,257,600

会費 442,000前年度繰越金 2,972,101

助成金 5,400,000

寄付等 1,454,237

2010 年度会計収支（単位　円）

2011 年度　事業計画
　　　していないが、装着してある PTT の電池が切

　　　れるまで事業を継続するー

◎ タンチョウその他ツル類保護に関する 教育普及
　事業
　・タンチョウその他ツル類に関する講演・講習会

◎ タンチョウその他ツル類に関する提言及び情報発
　信事業
　・会報の発行・ホームページ制作等
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～この春から夏 の活動～

　・出版物発行等（標識個体の情報展示、等）

　・提言等の事業

　

◎ アジアに生息するツル類保護に関わるネットワー
　ク推進事業
　・国際タンチョウネットワークのための事業

　 　—地球環境基金の助成による「中国のタンチョ

　　　ウ生息地とその周辺国境地帯における普及啓

　　　発のための国際プロジェクト」を含むー

　・中国におけるタンチョウの繁殖状況把握調査

 　　—イオン環境財団の助成による「中国における

　　　タンチョウの繁殖状況把握調査」を含むー

　・ロシアとの環境教育活動推進

   　—地球環境日本基金の助成による「ロシア・ダ

　　　ウリア地方と北海道東部地方とのタンチョウ

　　　と湿原保護に向けた環境教育活動推進」事業

　　　で７月末まで継続—

◎タンチョウ保護に関 わる機関・施設との連携及び
　受託事業
　・傷病個体の保護収容への協力、等

　・俵橋湿原プロジェクト

　・キナシベツ湿原プロジェクト

◎ その他この法人の目的を達するための事業
　・世界のツル関係者との交流及び情報交換、等

★繁殖状況調査
　セスナ機を使った調査で長年お世話になっている「府中エアサービス」さんが、大震災で被害を受けられ

たため、急遽、一部の調査を別会社の飛行機で行うことになりました。他にも諸事情が重なり、今年は全域

の調査ができませんでした。生息状況の変化を知るためには継続した調査が必要です。この調査は非常に経

費のかかる調査ですが、何とか継続できるように努力したいと思います。十勝地域と釧路湿原地域は調査が

行われました。結果は現在集計中ですが、繁殖状況は悪くないように思われます。

　被害に遭われました「府中エアサービス」様に心よりお見舞い申し上げます。一日も早い復旧をお祈りい

たします。

★「俵橋湿原プロジェクト」の種まき終了
　6 月 19 日、「中標津の自然を知ろう会」から 4 名、TPG から 4 名が参加して、昨年「ニオ」を作った

のと同じ場所に今年もトウキビ畑を作るべく、種まきをしてきました。本年このプロジェクトは、第 7 回

2011 年度「ニトリ北海道応援基金」から助成をいただいています。

　あらかじめ機械で起こしていただいた 10m × 50 ｍ

ほどの農地に 11 本の畝を作って肥料をまいた後、50㎝

ほどの間隔でとうきびの種を 2 粒ずつ落とし、土をか

けていきます。天気も良くすっかり汗をかきましたが、

作業は 2 時間ほどで終了したので、周辺の植物の写真

を撮ったり、鳥類を記録したり、旧堤防と新堤防との間

にできた池へ行って野鳥の観察をしたりしてきました。

　また、7 月 15 日は中標津町役場で「中標津の自然を

知ろう会」の皆さんと会合を行い、今後の活動につい

て話し合いました。7 月 26 日は草取りと生物調査も行っています。

★標識調査
　6 月 25 日から７月 23 日にかけて行われました。十勝、釧路、根室地域で延べ 14 日行い、今年は 16 羽

のヒナに脚環を付けることができました。56 名の方にご協力いただきました。



Tancho  (13)            �

　　

特定非営利活動法人

　タンチョウ保護研究グループ
　　　（編集：松本文雄）

〒 085-0036
北海道釧路市若竹町 10 番 2 号
Tel/Fax 0154-22-1993

Tancho Protection Group  (TPG) newsletter     TANCHO
Thirteenth  issue  　　　　July  2011

e-mail:  tancho1213@pop6.marimo.or.jp
URL:   http://www6.marimo.or.jp/tancho1213

＜会員（7 月末現在）＞

・ 運営会員：25 名、個人サポート会員：131 名、団体会員：12 団体

＜活動記録＞（2011 年４月〜 7 月）

４月４日　　会誌「Tancho」第 12 号発送
４月８日　　運営会員連絡会（12 名出席）
４月 27 日〜 30 日、５月 9 日〜 11 日　
　　　　　　繁殖状況調査（十勝、釧路湿原）
５月 12 日　運営会員連絡会（９名出席）
５月 28 日　理事会開催
　　　　　　（於：シルバーシティーときわ台ヒルズ）
５月 29 日　総会開催
　　　　　　（於：釧路市中部地区コミュニティー
　　　　　　センターコアかがやき）
６月３日　　運営会員連絡会（７名出席）
６月４日　　中標津俵橋湿原でニトリの助成金担当
　　　　　　者を案内、ニオの撤去（３名参加。中
　　　　　　標津の自然を知ろう会より４名参加）
６月９日〜 18 日　
　　　　　　ロシア・ダウルスキー自然保護区での
　　　　　　サマーエコロジーキャンプに参加　
　　　　　　（釧路と神奈川県の参加希望者２名に同行）
６月 11 日　タンチョウ標識調査説明会（釧路）
６月 19 日　中標津俵橋湿原でデントコーンの種ま
　　　　　　きと生物調査（４名＋中標津の自然を
　　　　　　知ろう会より３名参加）　　　　　
６月 25 日　標識調査開始
７月５日　　運営会員連絡会（７名出席）
７月 15 日　俵橋湿原プロジェクト会合（当会から 
　　　　　　７名、中標津の自然を知ろう会から４
　　　　　　名、中標津町役場から１名参加。
　　　　　　於：中標津町役場）
７月 23 日　標識調査終了
７月 26 日　中標津俵橋湿原でデントコーン畑の草
　　　　　　取りと生物調査（３名参加）

　タンチョウの電線衝突事故防止のために取り

付けられている防護管について、海外の研究者

からときどき問い合わせが来ます。しかし、写

真だけではなかなか説明しきれないところがあ

り、実物があればわかりやすいと、6 月 8 日に

思い切って北海道電力釧路支店の配電グループ

を訪ね、防護管の寄贈をお願いしてみました。

突然の訪問にもかかわらず、桑原岳広課長と盛

岡悟統括主任に丁寧なご対応をいただき、さら

にその翌日には TPG 事務所に防護管が届けら

れてびっくりしました。その対応の素早さに野

生動物を守ろうとする気持ちを強く感じ、これ

からも協力し合っていかれればと思っていま

す。有効に活用させていただきます。ありがと

うございました。

北海道電力株式会社釧路支店から、
防護管をご寄贈いただきました。

＜表紙写真＞

チタ市からダウルスキー自然保護区への

移動中、野鳥観察のために立ち寄った湖

　（2011 年 6 月 11 日　竹内尚子氏撮影）


